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[緒言]焦電型赤外線センサは、人体、ガス、異常発熱検知用センサなどへの応用が期待されている。

従来、焦電センサの構成材料としては無機強誘電体であるジルコン酸チタン酸鉛(PZT)が使用され

てきたが、環境への影響が問題視されており、鉛フリーな有機強誘電体材料への期待が高まって

いる。その中でもフッ化ビニリデン(VDF)オリゴマーは優れた強誘電特性を持ち、有力なデバイス

応用材料として注目を集めているが、残留分極量(Pr)や測定温度域に対する詳細な焦電特性は解明

されていない。本研究では、昇温過程の脱分極や脱トラップを電流として測定する手法である熱

刺激電流測定法(TSC 法)を用い、Prや測定温度域を変化させた時の脱トラップ電流及び、焦電係

数(p)の解析を行った。 

[実験と結果]SiO2/Si基板に下部電極として Al(60 nm)を成膜後、強誘電体層として VDFオリゴマ

ー(540nm)を基板温度 123 Kにて蒸着した。上部電極として NiCr(25 nm)を蒸着し、サンドイッチ

構造の強誘電体キャパシタとした。印加電圧の制御により Prの異なる素子を作製し、測定温度 40

±3℃における焦電電流測定を行った。I=pS(dT/dt) (S:素子面積) を用いて焦電係数 p を導出し、

VDFオリゴマーの焦電特性を評価した。Fig. 1に Prと pの

関係性を示す。Prの増加と共に p の絶対値も線形的に増加

した。このことから、VDFオリゴマーの pは分極量に依存

すると考えられる。次に、Pr:91.7 mC/m2の素子を用いて、

測定温度-60～60℃の温度域で TSC 測定および誘電ヒステ

リシス測定を行った。Fig. 2に TSC測定温度と p、Prの相関

性を示した。20～60℃付近の測定では、p の絶対値は

65.3C/m2K と算出されおおよそ同じ値となったが、0℃以

下では pは減少し、-60℃付近では焦電電流が観測されなかっ

た。VDF オリゴマーは-60℃以下の温度では焦電特性を示さ

ず、また 0℃以下での誘電ヒステリシス測定において、Prが

減少したことから、0℃以下の温度域では外部電場に対する

分子軸周りの回転運動が凍結されたと考えられる。本研究の

一部は三井住友海上福祉財団の助成を受けたものです。 
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